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都 立 青 山 高 等 学 校 

青 山 学 院 高 等 部 
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都 立 小 石 川 中 等 教 育 学 校 

麹 町 学 園 女 子 高 等 学 校 

都 立 小 金 井 北 高 等 学 校 

都 立 駒 場 高 等 学 校 

駒 場 東 邦 高 等 学 校 

都 立 小 山 台 高 等 学 校  

 

 

 

 都 立 新 宿 高 等 学 校 

都 立 竹 早 高 等 学 校 

筑 波 大 附 属 高 等 学 校 

筑 波 大 学 附 属 駒 場 高 等 学 校 

都 立 つ ば さ 総 合 高 等 学 校 

東京大学教育学部附属中等教育学校 

都 立 戸 山 高 等 学 校 

都 立 成 瀬 高 等 学 校 

日 本 女 子 大 学 附 属 高 等 学 校 

都 立 日 比 谷 高 等 学 校 

都 立 保 谷 高 等 学 校 
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三 輪 田 学 園 高 等 学 校 

都 立 雪 谷 高 等 学 校 

（３1 校） 

東京都十六高校水上競技大会 運営総務 編  

なお、この資料は令和 4年度 4月のものである。 

令和 4 年 

第 68 回東京都十六高校対抗水上競技大会 

—大会要項— 

加 盟 校 
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１．開催校及び大会会長（第３4回～） 

回 年度 会場 大会会長 

３９ １９９３年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４０ １９９４年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４１ １９９５年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４２ １９９６年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４３ １９９７年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４４ １９９８年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４５ １９９９年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４６ ２０００年 都立駒場高等学校 都立駒場高等学校教諭 杉村 正孝 

４７ ２００１年 都立九段高等学校 都立九段高等学校教諭 藤森 克悦 

４８ ２００２年 都立成瀬高等学校 都立成瀬高等学校教諭 奥秋 将史 

４９ ２００３年 辰巳国際水泳場 都立九段高等学校教諭 藤森 克悦 

５０ ２００４年 辰巳国際水泳場 東京大学教育学部附属中等教育学校教諭 井口 成明 

５１ ２００５年 辰巳国際水泳場 文教大学付属高等学校教諭 前畑 章子 

５２ ２００６年 辰巳国際水泳場 学習院女子高等科教諭 山本 智志 

５３ ２００７年 辰巳国際水泳場 小野学園女子高等学校教諭 熊坂 尚子 

５４ ２００８年 辰巳国際水泳場 東京大学教育学部附属中等教育学校教諭 井口 成明 

５５ ２００９年 辰巳国際水泳場 都立駒場高等学校教諭 鈴木 淳士 

５６ ２０１０年 辰巳国際水泳場 都立新宿高等学校教諭 仮屋園 巌 

５７ ２０１１年 辰巳国際水泳場 都立新宿高等学校教諭 仮屋園 巌 

５８ ２０１２年 辰巳国際水泳場 都立雪谷高等学校教諭 浅沼 一弘 

５９ ２０１３年 辰巳国際水泳場 東京大学教育学部附属中等教育学校教諭 井口 成明 

 

６０ 

 

 

２０１４年 

 

 

辰巳国際水泳場 

 

東京大学教育学部附属中等教育学校教諭 井口 成明 

小野学園女子高等学校教諭 熊坂 尚子 
 

６１ 
 

２０１５年 
 

辰巳国際水泳場 
小野学園女子高等学校教諭 熊坂 尚子 

学習院女子高等科教諭 山本 智志 

６２ ２０１６年 辰巳国際水泳場 学習院女子高等科教諭 山本  智志 
文教大学付属高等学校教諭 前畑  章子 

６３ ２０１７年 辰巳国際水泳場 文教大学付属高等学校教諭 前畑  章子 

千代田区立九段中等教育学校教諭 山口 尚己 

６４ ２０１８年 
 

辰巳国際水泳場 
千代田区立九段中等教育学校教諭 山口 尚己 

駒場東邦高等学校教諭 吉川 悠希 

 
６５ ２０１９年 

 

辰巳国際水泳場 
駒場東邦高等学校教諭 吉川 悠希 

 桐蔭横浜大学准教授 井口 成明 

 

 
６６ ２０２０年 各校開催 桐蔭横浜大学准教授 井口 成明 

 

 
６７ ２０２１年 都立駒場高等学校 桐蔭横浜大学准教授 井口 成明 
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２．十六校について 
本大会は１９５６年にその起源を有し、その年第二回大会を開催して以降、年一回のペースで開かれている。 

当時の参加校数が大会名称の由来である。インターハイや全国ＪＯなど、全国大会に出場できない選手にも夏の 
最後に大会出場の機会を与えたいとの趣旨で始められたと言われている。制限タイムが存在しないこと、標準タ 
イムはあるがそのタイム規定のレベルが高くないこと、大会を卒業生が中心となって運営していることなどの点 
でその趣旨は現在も同じであると確認できる。 

現在の加盟校は３１校（令和4年４月現在）であり、昨年の参加生徒数は約８００名。これに加えて、各校 の
卒業生・顧問・生徒の家族等が観戦に訪れることを踏まえれば、２日間でのべ１５００名以上の大会となる。 

２００３年より大会が公認化され、東京辰巳国際水泳場での開催となる。４８回大会までは公立高校などを使 
用しての開催であったが、大会規模の肥大によって安全面や会場校にかかる負担などの問題等から公認化され、 
東京辰巳国際水泳場の使用が可能となった。現在は、公認化せず卒業生の役員で大会運営を行っている。 

時期は、例年８月末（２３日～２４日頃）としているが、一昨昨年度より他団体の競技会との兼ね合いにより
８月１７日～１ ８日の開催となる。 

本大会は対抗戦形式を取っている。ゆえに、個人競技と言われがちな水泳であるが、母校という枠の中で選 
手・卒業生などが一つのチームとなり、団体競技に近い雰囲気を持つ。 

 

３．競技会運営について 
１）各組織について 

ａ．顧問会 

各加盟校の水泳部顧問により成立している。大会全体の責任を負っており、大会の主催を担っている。大会規模の
肥大化により学生主体で責任を負える規模の大会ではなくなってきたため、 顧問会の決定がなければ大会を開
催することもできない。社会の中にある大会として、全加盟校の信頼を得るためにも最終決定権は顧問会 にあるも
のとする。 

 
ｂ．運営委員会 

委員会の進行役である運営総務と各加盟校より選出され自校の決定権を持つ運営委員で構成される。顧問会が提案
した枠組みの中で、大会をより良いものにする為に活動する組織である。大会運営に各校の意見を反映させるこ
とのできる機関でもある。運営委員会開催の日時・会場の手配は運営総務が行う。 

 
ｃ．運営総務  

大会運営上の実行組織で、大会の成功及び長期に渡る存続を目標とする。運営委員長・副運営委員長・会計・庶

務・競技担当によって構成される。運営委員会の開催・議事進行など、仕事は多岐にわたる。 

 
２）大会主催について 

大会主催は顧問会である。平成１１年度までは十六校運営委員会が主催していたが、加盟校を卒業した学生の 
みで構成されていたため、万が一の事態に対する責任能力を考慮し、顧問会に変更された。 

 

３）加盟及び除名・出場停止 

本大会への加盟校は大会規約大会規約「第三章 第二十六条」に掲げる条件を満たさねばならない。また、こ 
れらはあくまで「加盟」条件であり「大会出場」には新たな条件が存在する。よって、大会に参加せずとも加盟 
を続けることは可能である。 
また、加盟校は、十六校大会の信用を傷つけ大会の健全なる運営を妨げたと運営委員長に判断された場合、当 

該校は大会出場停止・除名を含めた厳格な処分を受けることがある。 
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４）大会参加 
大会に参加する学校は大会規約「第四章 第三十七条」に掲げる条件を満たさなければならない。 

 
５）会場・設備 

会場については「２．十六校について」で触れた通り、２００３年から東京辰巳国際水泳場を借用している。 
本大会の辰巳開催により、本大会の課題として十六校が東京辰巳国際水泳場からの信頼を得る為に試合中及び試 
合前後のマナーの徹底をしていくことが必要不可欠となる。各校は、ごみの持ち帰り等マナーに気をつけるよう 
現役生・卒業生に伝える。 

また、来年も今年度と同様充実した設備・環境が確保できること、及び高校での大会開催は消防法等により不 
可能であることから東京辰巳国際水泳場を使用する方針である。 

 

６）運営費 

運営資金は連盟費及びエントリー代を基本とし、それに協賛金、プログラム売り上げや記念品売り上げ等を加 
えて捻出している。上記の基本資金について以下に説明する。 

 

ａ．連盟費  
 大会の参加の如何に関わらず加盟校は支払わなくてはならない。連盟費は１校につき￥７，０００とする。 
ｂ．エントリー代  
 大会出場校のみ支払う。エントリー代については以下の表を参照。 

＜エントリー代＞（平成３1年４月１日現在） 

 
 

 

 

 

～費用の使い道について～ 

ａ．プログラム費 

プログラムの印刷費である。印刷業者に発注しできたプログラムは冊子の形で販売している。 

 
ｂ．保険加入料  

金額については５ページの「８ 保険・安全面」を参照。 

 
ｃ．記念品代 

５３回大会よりグッズを作成している。役員Tシャツは６０回大会に一度廃止されたが、2016年度に発案され役
員には役員Tシャツを配布する。 

 
ｄ．通信費・印刷費・事務用品費  
 通信費とは運営委員などへの運営委員会開催通知や資料の郵送料。印刷費は必要資料の印刷費。事務用品費とは、運営

委員会で使用するボールペン・クリップ、大会などで使用するマジック・ガムテープ等の費用である。 

 
 ※新型コロナウイルス感染拡大や悪天候などで大会が中止になった場合でも、大会参加費の返金はしない。

・個 人 種 目：一人一種目出場につき（正選手）    ￥８００ 

             （オープン選手）  ￥８００ 

・リレー種目：一チーム出場につき          ￥１６００ 
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７）エントリー 

エントリーには、都高校等の公式大会で使用されているものと同じ WEB-SWMSYS を用いる。ただし、十六校
大会独自の注意点等もあるので後日配布される資料を必ず確認すること。 
今年度の WEB エントリー期間は７月１日～２５日、エントリー提出日は７月２９日（会場：未定）を予定し

ている。尚、この予定は変更されることもある。 
また、出場校はエントリーに際して、以下の（１）～（７）点を提出しなければならない。 

 
 

 

今年度よりエントリー書類に関して変更があることが予想される。6月ごろに通知するため、必ず確認のこ
と。 

 

 

８）保険・安全面 

水泳という競技の特色上、水難事故が発生する可能性がある。また、選手の急激又は過度の運動による軽度の傷害
も起こりうる。そのため、十六校では選手及び選手外生徒全員に傷害保険を申し込んでいる。この際、選手名簿を保
険会社に提示するので、選手名簿に記載されていない選手は、万が一の事故に運営委員会が対応できないため、参加
を認めることはできない。実際事故が起こった際に保険会社から支払われる保険額は、追加要項に記載する。 

ただし、十六校の保険だけではまかなえきれないので各校で任意に保険に加入することを勧める。 

 

また、大会開催期間中、万が一事故などが発生した場合にも適切な処置をしていただけるよう、顧問が最低一
名は引率することが大会参加の前提となっている。さらに、第４６回大会から競技役員にも傷害保険をかけるこ
とにより、より一層の保障拡大を目指している。事故の事前予防という観点からは危険な場所への立ち入り禁止 
を今まで通り徹底する。 

 

９）会場設営 

大会開催に備えて前日から会場設営を行なう。清掃や競技順序・得点表などの掲示・放送機具・椅子・机の 

設置などが行なわれる。これらは加盟校の卒業生の手によってなされており、その全員ボランティアで参加し 

ている。それがまさに本大会の特徴であり、これらの人々の協力なくしてはこの大会の成功はあり得ない。 

① WEB-SWMSYS 

（１）エントリーデータ 

（２）競技会エントリー情報 

・競技会申し込み（エントリー）一覧 

・競技会申し込み（エントリーTIME）一覧 

・競技会申し込み（リレー）一覧表 

・競技会申込明細表 
 

② 書類・エントリー費 

（３）大会参加申込書 

（４）大会申込総括票 

（５）選手名簿 

（６）エントリー費 

（７）連盟費 

（８）速報申込書(任意) 
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１０）標準タイム 

種目 男子 女子 

自由形 50ｍ  45.0 

100ｍ 1:25.0 1:35.0 

200ｍ 3:00.0 3:20.0 

400ｍ 6:00.0 7:00.0 

800ｍ 13:00.0  

平泳ぎ 100ｍ 1:40.0 1:50.0 

200ｍ 3:30.0 3:50.0 

背泳ぎ 100ｍ 1:35.0 1:45.0 

200ｍ 3:20.0 3:40.0 

バタフライ 50ｍ  50.0 

100ｍ 1:35.0 1:45.0 

200ｍ 3:20.0  

個人メドレー 200ｍ 3:20.0 3:40.0 

400ｍ 7:00.0 8:00.0 
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第６5回東京都十六高校対抗水上競技大会要項 
 

１．主催 東京都十六高校対抗水上競技大会顧問会 

 
２．主管 同上 大会運営委員会 

 
３．期日 令和４年８月１７日（水）  開会式  ９：００ 競技開始 ９：１５ 

令和４年８月１８日（木） 競技開始 ９：００ 

 

４．会場 東京辰巳国際水泳場 

 
５．競技種目 男子 女子 

・自 由 形 100m      200m    400m    800m 50m    100m    200m   400m 
・背 泳 ぎ 100m      200m 100m   200m 
・平 泳 ぎ 100m      200m 100m   200m 
・バ タ フ ラ イ 100m      200m 50m 100m 
・個 人 メ ド レ ー 200m      400m 200m   400m 
・リ レ ー 4×50m   4×200m 4×50m   4×100m 

・メドレーリレー 4×100m 4×50m 

 
６．競技方法 

１）公益財団法人日本水泳連盟の競技規則に則って行う。 
２）競技は男女別学校対抗とする。 

３）予選・Ｂ決勝・決勝を行う。但し、400ｍ以上の個人種目・リレーはタイムレース決勝とする。 

 
＜予選＞ 

・各種予選競技種目はエントリータイムの遅いものから行う。 

・予選終了後、ランキング及び決勝スタートリストを公式掲示板に貼り出す。予選通過者・及び補欠者は確認を 
取ること。尚、この予定は変更されることもある。 

・予選上位９～１６位の選手はＢ決勝への出場権を得る。 
・予選上位１～８位の選手は決勝への出場権を得る。 
※１６位と１７位、８位と９位が同タイムの場合は抽選を行う。 

※棄権者が出た場合は次点上位より順次出場権を与える。また次点の選手が、同タイムの場合も抽選により決勝出
場者を決定する。 

 

＜決勝＞ 

・得点・入賞については以下の通りとする。 

 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 

個 人 20 18 16 14 13 12 11 10 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

リレー 30 27 24 21 20 19 18 17 15 14 13 12 11 10 ９ ８ 

・同タイムだった場合は個人、リレーとも同じ点を与える。 

例）１位と２位が同タイム 

→２人に１位に相当する点を与えて、３位の選手にはそのまま３位に相当する点を与える。 

   

  ＜順位決定＞ 

   ・総合得点により順位を決定する。 

   ・総合得点が同じだった場合、同率とする。 

      例）３位と４位が同じ得点 

        →同率３位とし、５位のチームは６位とする。 
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７．競技順序 

１日目 

１．女子２００Ｆｒ 予選 

２．男子２００Ｆｒ 予選 

３．女子２００Ｂａ 予選 

４．男子２００Ｂａ 予選 

５．女子１００Ｆｌｙ 予選 

６．男子２００Ｆｌｙ 予選 

７．女子１００Ｂｒ 予選 

８．男子１００Ｂｒ 予選 

９．女子５０Ｆｒ 予選 

１０．男子８００Ｆｒ Ｔ決勝 

１１.  女子４００ＩＭ Ｔ決勝 

１２．男子４００ＩＭ Ｔ決勝 

１３．女子２００Ｆｒ Ｂ決勝 

１４．                決勝 

１５．男子２００Ｆｒ Ｂ決勝 

１６．    決勝 

１７．女子２００Ｂａ Ｂ決勝 

１８．                     決勝 

１９．男子２００Ｂａ Ｂ決勝 

２０． 決勝 

２１．女子１００Ｆｌｙ Ｂ決勝 

２２． 決勝 

２３．男子２００Ｆｌｙ Ｂ決勝 

２４． 決勝 

２５．女子１００Ｂｒ Ｂ決勝 

２６． 決勝 

２７．男子１００Ｂｒ Ｂ決勝 

２８． 決勝 

２９．女子５０Ｆｒ Ｂ決勝 

３０． 決勝 

３１．男子４×１００ＭＲ Ｔ決勝 

３２．女子４×５０ＭＲ Ｔ決勝 

 

２日目 

３３．女子４×５０Ｒ Ｔ決勝 

３４．男子４×５０Ｒ Ｔ決勝 

３５．女子２００ＩＭ 予選 

３６．男子２００ＩＭ 予選 

３７．女子１００Ｂａ 予選 

３８．男子１００Ｂａ 予選 

３９．女子２００Ｂｒ 予選 

４０．男子２００Ｂｒ 予選 

４１．女子５０Ｆｌｙ 予選 

４２．男子１００Ｆｌｙ 予選 

４３．女子１００Ｆｒ 予選 

４４．男子１００Ｆｒ 予選 

４５．女子４００Ｆｒ Ｔ決勝 

４６．男子４００Ｆｒ Ｔ決勝 

４７．女子２００ＩＭ Ｂ決勝 

４８． 決勝 

４９．男子２００ＩＭ Ｂ決勝 

５０． 決勝 

５１．女子１００Ｂａ Ｂ決勝 

５２． 決勝 

５３．男子１００Ｂａ Ｂ決勝 

５４． 決勝 

５５．女子２００Ｂｒ Ｂ決勝 

５６． 決勝 

５７．男子２００Ｂｒ Ｂ決勝 

５８． 決勝 

５９．女子５０Ｆｌｙ Ｂ決勝 

６０． 決勝 

６１．男子１００Ｆｌｙ Ｂ決勝 

６２． 決勝 

６３．女子１００Ｆｒ Ｂ決勝 

６４． 決勝 

６５．男子１００Ｆｒ Ｂ決勝 

６６． 決勝 

６７．女子４×１００Ｒ Ｔ決勝 

６８．男子４×２００Ｒ Ｔ決勝 

８．表彰 

１）優勝決定の方法は、学校別・男女別得点の最多校を優勝校とし、優勝校には優勝杯を授与し、表彰す る。 
２）各種目第３位までの者に賞状を授与する。表彰は行わない。 
３）男女別の学校得点で第６位までの学校に賞状を授与し、表彰する。 
４）大会新記録を樹立した者には大会新記録賞を授与する。 
５）女子4×100m リレーで優勝した学校には四継杯を授与し、表彰する。 

６）男子 4×200m リレーで優勝した学校には八継杯を授与し、表彰する。 

７)   女子4×50m メドレーリレーで優勝した学校、男子4×100m メドレーリレーの優勝した学校にはメドレーリレー杯を授与

し、表彰する。 

９．開場と入場 

１）開場時間 
 開場時間は両日ともにに７：３０とする。尚、今年度は先行入場を行わない。 

２）入場方法 

競技役員は警備員室側から入場。選手・コーチ・顧問はゲートからの入場となる。 

※開場・入場時間が早朝なので、入場を待つ際には近隣の迷惑にならないよう、静かに待つこと
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１０．招集 

１）初日の最初の種目は８：５５、２日目は８：４０とする。 
２）招集所での更衣は禁止とする。 

３）開催前に導線や招集場所を提示する。 

 
１１．ウォーミングアップについて 

１）朝（入場時から競技開始まで）  

Ａ面：両日ともに８：４０まで第１レーンから第８レーンまで使用可。  
Ｂ面：第１レーンから第８レーンまで使用可。 
ダッシュレーンに関してはアップ中に通達する。 
ただし、開会式中はプールの使用を禁止する。 

 
２）競技中 

Ａ面：レース使用  

Ｂ面：第１レーンがダッシュレーン、その他レーンを周回レーンとする。 
 

尚、Ｂ面でウォーミングアップを行う際、ターンサイド側からプールサイドに上がることを禁止

する。 

 
１２．清掃 

１）各校責任をもって持ち帰ること。 
２）ごみを途中の駅のごみ箱に捨てたり、路上に放置したりしないこと。もしこれを怠った場合、厳重注意をした 

 上で、出場停止処分になることがあるので厳守すること。 
 

１３．大会期間中の手続きについて 

１）書類の受け取り  

プログラムを配布するので、各校代表者は必ず中受付に取りに来ること。尚、変更されることもある。 
 

 

２）書類の提出  

ａ．棄権票は必要事項を記入の上、コンピュータルームに提出すること。 
ｂ．リレーオーダーは、オーダー用紙に必要事項を記入の上、コンピュータルームに提出すること。 

尚、締め切り時間に間に合わなかった場合は棄権とみなすので注意すること。 
 

３）大会速報 

速報申込書は大会前に各校に配布する。申込用紙に必要事項を記入し、料金（一部２０００円）を添えて、エ ント
リー当日または、大会１日目の１２：００までに中受付に提出すること。 

 

１４．会場施設における注意事項 

１）施設内の立ち入りについて  

ａ. ダイビングプールには立ち入らないこと。 

ｂ．使用施設以外の場所には絶対に立ち入らないこと。 
ｃ．プールサイドでのサンダル等の室内履きは禁止し、競技役員以外は裸足とする。そのため、各校の選手は  
  サンダルを入れるためのビニール袋を持参すること。電光掲示板下の階段に下足を放置しないこと。 
d．車・バイクでの来場は禁止する。公共の交通機関を利用すること。 
e. 入場できる観客については現在検討中である。運営委員会からくる連絡に従うこと。 

 

 

２）控え場所について  

ａ．各学校は決められた観客席を利用してもらう。通路での応援等は禁止。  

  ｂ．荷物は毎日持ち帰ること。 
ｃ．更衣室には荷物を放置しないこと。 
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３）紛失・盗難について  

  ａ．会場施設内にて発見された落とし物はゲート横の受付に届けること 

  ｂ．落とし物はゲート横の受付で管理しているので、落とし物をした場合はゲート横の受付に来ること。  

  ｃ．落とし物は、大会終了後すぐに処分するため、落とし物に気づいた場合は速やかに問い合わせ先まで連絡すること。 

  ｄ．盗難などに遭わないよう各校で持ち物の管理を徹底すること。  

  ｅ．紛失・盗難について運営委員会では一切責任を負わない。 
 

 

４）事故について 

選手が事故などで負傷した場合、応急処置は行うがその後の責任については大会参加申込書で述べているとお 
り、辰巳国際水泳場の役員の方々はもとより、運営委員会でも負うことはない。但し、選手及び競技役員は全員 
事前に全日程、傷害保険に加入しているので、怪我などをした場合には必ず本部に連絡すること。 

 

５）その他 

ａ．観客席の最前列は使用禁止とする。  

ｂ．更衣室はメインプール横にある更衣室を使用すること。また、招集所での更衣は禁止とする。 

ｃ．トイレは更衣室のトイレと、売店横のトイレを利用する。 

ｄ．写真撮影・ビデオ撮影を希望する場合は撮影許可証が必要となるので、当日ゲート横の受付にて所定の手続 
きを行うこと。アリーナ内は撮影許可証の有無に関わらず撮影禁止とする。  

ｅ．プールサイドでの飲食は禁止とする。  
ｆ．不審物・不審者を見かけた場合は、会場係もしくは本部に速やかに連絡すること。  
ｇ．会場内にあるコンセントは全て使用禁止とする。使用を発見した際には直ちに没収する。 

 

１５．新型コロナウイルス感染防止対策について 

 １）健康管理表と団体健康管理票 

   ａ．指定の健康管理表には大会出場日の14日前から、体温・体調を記入すること。 

     ｂ．健康管理表には記載漏れがないように正確に記入すること。記載に不備がある場合には会場内への立ち入り

ができない場合がある。 

     ｃ．健康管理表の提出は選手のみならず顧問、役員も対象とする。 

     ｄ．団体健康管理票は顧問が入場する際に提出する。 

  ２）大会初日の7日前以内に新型コロナウイルス感染の疑いや発熱などの症状が認められる者の参加を中止するこ

と。 

  ３）大会初日の7日前以内にチームの中から新型コロナウイルス感染者が発生した場合は、練習場所および練習時

間を同じくする者の参加を中止すること。ただし、新型コロナウイルス感染者および濃厚接触者を除き、来場

７２時間以内のウイルス検査（PCR、抗原検査など）にて陰性を確認した者の出場は認める。 

  ４）競技会後１０日以内に新型コロナウイルスに感染またはその疑いが生じた場合は、速やかに主催者に報告する

こと。 

 

１６．その他の注意事項 

１）応援について 

スタンドのみとする。尚、声を出しての応援は禁止。 

 
２）競技役員 

ａ．集合時間は後日連絡する。 

ｂ．有資格者・無資格者共に当日配布の役員専用Tシャツ、そして黒か紺のスラックスを着用すること。なお、全員共
通で必ず白無地の靴を着用すること。 

ｃ．女子更衣室・役員控室・速報室を設ける。  
ｄ．その他の連絡事項は追って連絡する。 

 

３）その他 

ａ．審判長の笛の合図が鳴ったら、静粛にすること。  

ｂ．競技進行の妨げとなるようなことは慎むこと。  

ｃ．不審者対策のため、入場証のない者は入場できない。 
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１７．最後に 

１）例年、卒業生や保護者の方に連絡が伝わってこないことが多々あるので、運営委員は生徒・卒業生・保護者を 
問わず連絡を徹底すること。 

２）大会開催中は上記連絡が徹底しているものと見なし、注意事項に違反した学校は十六校大会の運営・名誉に関わ
るため、会場からの退場・出場停止・除名勧告など、厳重な処置をとることとする。 

３）大会会場となる、東京辰巳国際水泳場に迷惑のかからぬようマナーを徹底すること。より良い十六校を作り上げま
しょう。 

４）疑問点等がある場合は下記連絡先まで連絡すること。 
５）変更点がある場合は追って連絡する。 

 

― 問い合わせ先― 
 

【十六校大会運営総務】 16schools.general.affairs@gmail.com  

運営委員長  安部 葉南（竹早高校 卒業 4年目） 
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